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巨
大
戦
争
の
時
代

二
O
世
紀
を
振
り
返
る
と
き
、
誰
で
も
気
づ
く
の
は
、
熱
戦
/
冷
戦
の
く
っ

き
り
と
し
た
対
照
で
あ
る
。
前
半
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
な
ど
、
戦
争
に
明
け

暮
れ
た
半
世
紀
で
あ
り
、
後
半
は
う
っ
て
代
わ
っ
て
、
米
ソ
両
大
国
が
臨
戦
態

勢
の
ま
ま
に
ら
み
合
う
「
冷
戦
」
の
半
世
紀
で
あ
っ
た
。
世
界
中
の
国
々
・
民

族
・
社
会
が
、
こ
の
二
つ
の
時
代
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
生
き
抜
い
て
い
く
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
こ
で
二

O
世
紀
を
、
戦
争
と
い
う
観
点
か
ら
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

* 

一
九
世
紀
の
戦
争
は
、

と
い
っ
た
列
強
の
あ
い
だ
の
、
政
略
実
現
の
た
め
の
手
段
だ
っ
た
。
一
八
世
紀

に
比
べ
れ
ば
、
戦
争
は
ず
っ
と
大
が
か
り
で
容
赦
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
で
も
戦
場
と
な
る
の
は
ご
く
狭
い
地
域
に
限
ら
れ
、
戦
闘
そ
の
も
の

も
だ
い
た
い
数
日
で
決
着
し
た
。

一
九

O
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
日
露
戦
争
は
、
当
時
最
新
の
装
備
で
戦

わ
れ
た
、
二

O
世
紀
の
開
幕
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
発
達
し
た
鉄
道
の

フ
-
フ
ン
ス
、
.
フ
ロ
シ
ャ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ロ
シ
ア

ソ
連
が
核
兵
器
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
た
め
、

戦
争
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
制
攻
撃
に
よ
っ
て
相
手
国
を

壊
滅
さ
せ
て
も
、
撃
ち
も
ら
し
た
相
手
国
の
核
兵
器
に
よ
っ
て
報
復
攻
撃
さ
れ

れ
ば
、
自
国
も
地
図
の
上
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
恐
怖
の
均
衡
が
、
半
世
紀
の

「
平
和
」
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
冷
戦
も
、
国
家
を
あ
げ
て
の
総
力
戦
で
あ

る
に
は
違
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
軍
備
費
は
膨
大
と
な
り
、
と
う
と
う
ソ
連
が

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
、

脱
落
し
て
冷
戦
が
終
結
し
た
。

二
O
世
紀
の
最
後
を
か
ぎ
る
の
は
、
湾
岸
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
は
、
①

小
国
を
大
国
(
ア
メ
リ
カ
)
が
制
裁
し
た
、
②
通
常
兵
器
(
非
核
兵
器
)
に
よ
る

戦
争
だ
っ
た
、
③
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
差
に
よ
り
勝
敗
が
一
方
的
な
結
果
と
な
っ

た
、
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
冷
戦
の
時
代
、
核
戦
争
は
依
然
と

し
て
不
可
能
だ
が
、
官
険
的
な
国
家
が
核
開
発
か
ら
う
る
利
得
は
十
分
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
予
防
戦
争
が
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代

の
典
型
的
な
戦
争
の
か
た
ち
で
あ
る
。

* 

戦
争
が
巨
大
と
な
る
に
つ
れ
て
、
軍
隊
も
総
力
戦
を
遂
行
す
る
た
め
の
国
家

機
構
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。

近
代
戦
を
戦
う
軍
事
組
織
に
は
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
英
米
の
シ

久
テ
ム
を
プ
ロ
ト
・
タ
イ
プ
と
考
え
れ
ば
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
シ
ス
テ
ム
、

ソ
連
や
中
国
共
産
党
の
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
変
形
に
な
っ
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
、
司
令
官
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
機
能
が
独
立
し
、
参

謀
本
部
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
参
謀
本
部
は
、
戦
略
の
策
定
、
作
戦
の

橋

爪

大

三

郎
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お
か
げ
で
、
作
戦
地
域
に
大
量
の
兵
員
や
資
材
を
短
期
間
に
集
中
で
き
た
。
無

線
の
指
揮
が
可
能
に
な
っ
た
結
果
、
従
来
の
戦
闘
単
位
で
あ
る
師
団
を
い
く
つ

か
集
め
た
軍
団
が
、
新
し
い
戦
闘
単
位
と
な
っ
た
。
機
関
銃
と
聖
壕
に
よ
る
陣

地
戦
が
、
戦
闘
を
長
期
化
さ
せ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
(
一
九
一
四
1
一
九
一
九
年
)
は
、
日
露
戦
争
を
は
る
か
に

上
回
る
)
長
期
の
聖
壕
戦
に
な
っ
た
。
長
期
戦
は
、
消
耗
戦
と
な
り
、
国
力
を

か
け
た
総
力
戦
と
な
る
。
膨
大
な
兵
員
と
武
器
弾
薬
が
前
線
に
投
入
さ
れ
、
大

規
模
な
破
壊
が
続
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
没
落
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
腰
着
し

た
前
線
を
突
破
す
る
た
め
の
、
戦
車
、
飛
行
機
、
毒
ガ
ス
と
い
っ
た
新
兵
器
が

登
場
し
た
が
、
戦
争
を
決
着
す
る
最
終
兵
器
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
ご
九
三
九
1
一
九
四
五
年
)
は
、
聖
壕
戦
を
回
避
す
る
た

め
の
電
撃
作
戦
や
機
甲
部
隊
、
空
母
を
中
心
と
す
る
機
動
部
隊
が
戦
場
の
主
役

と
な
っ
て
、
前
線
と
後
方
の
境
界
が
消
え
失
せ
た
。
経
済
封
鎖
、
無
差
別
爆

撃
、
焦
土
作
戦
、
:
:
:
非
戦
闘
員
を
巻
き
込
む
全
面
戦
争
が
、
戦
争
の
常
態
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
ケ
タ
外
れ
の
破
壊
力
を
持
っ
た
最
終
兵
器
|
|
核
兵
器
の

登
場
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
は
幕
を
閉
じ
た
。

/; /; 6 / 4ノ

立
案
、
戦
闘
命
令
の
起
草
を
行
な
う
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
令
を
扱
う
参
謀
本
部

が
、
人
事
や
予
算
と
い
っ
た
軍
政
を
扱
う
部
門
(
陸
・
海
軍
省
な
ど
の
政
府
機
関
)

と
分
離
し
て
い
る
の
が
、
近
代
の
軍
事
組
織
の
特
徴
で
あ
る
。

近
代
軍
は
、
近
代
国
民
国
家
の
国
益
に
奉
仕
す
る
。
し
た
が
っ
て
戦
略
は
、

政
略
(
日
国
益
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
論
)
に
従
属
す
る
。
国
益
↓
政
略
↓
戦

略
↓
戦
術
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
絶
対
で
あ
る
。

英
米
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
則
、
が
、
こ
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
保
証
す
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
家
(
文
民
H

シ
ピ
リ
ア

ン
)
が
、
軍
令
系
統
の
頂
点
に
立
つ
。
開
戦
の
決
定
や
停
戦
の
命
令
、
終
戦
の

交
渉
、
戦
略
の
選
択
と
い
っ
た
す
べ
て
の
面
に
わ
た
っ
て
、
国
益
(
民
意
)
を

背
景
と
す
る
政
治
家
が
全
権
を
握
っ
て
い
る
。
参
謀
本
部
は
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

助
言
を
行
な
う
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
政
治
家

で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
場
合
、
政
治
家
で
あ
る
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
へ
の
国
軍
の
服

従
は
、
英
米
と
同
様
に
徹
底
し
て
い
た
。
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
国
は
英
米
と
変
わ

ら
ぬ
民
主
主
義
国
家
だ
っ
た
が
、
一
政
党
で
あ
る
ナ
チ
ス
(
国
家
社
会
主
義
ド
イ

ツ
労
働
者
党
)
が
全
権
を
握
り
、
ヒ
ト
ラ

ー
が
独
裁
者
と
な
っ
た
時
点
で
、
民

主
主
義
で
は
な
く
な
っ
た
。
ナ
チ
ス
と
対
抗
で
き
る
勢
力
は
ド
イ
ツ
圏
内
に
国

軍
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
国
軍
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
ナ
チ
ス
政
権
が
合
法
で
あ
り
正
統
で
あ
る
以
上
、
総
統
の
命
令
は
絶
対
で

あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
異
な
る
点
は
、
ナ
チ
ス
が
、
党
の
た
め
の
暴
力
組
織
で

あ
る
突
撃
隊
、
総
統
直
属
の
軍
隊
で
あ
る
親
衛
隊
を
擁
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
突
撃
隊
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
権
力
を
固
め
る
過
程
で
粛
清
・
解
体
さ
れ
た
。
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親
衛
隊
は
、

国
軍
に
任
せ
ら
れ
な
い
政
略
目
的
の
実
施
(
た
と
え
ば
、

ユ
ダ
ヤ
人

虐
殺
)

を
担
当
し
た
。

こ
う
し
た
体
制
へ
の
疑
問
か
ら
、

国
軍
将
校
を
中
心

ヒ
ト
ラ
ー
総
統
の
暗
殺
が
何
回
か
試
み
ら
れ
て
い
る
。

* 

ソ
連
の
軍
隊
は
赤
軍
、

す
な
わ
ち
革
命
の
た
め
の
軍
隊
だ
か
ら
、

政
略
を
優

先
さ
せ
る
こ
と
を

4
ハ
産
党
へ
の
忠
誠
。

の
か
た
ち
で
強
く
求
め
ら
れ
る
。
も

っ
と
言
え
ば
、

ヲ

Q
o

軍
隊
は
、

反
革
命
に
走
ら
な
い
よ
う
、

厳
重
に
監
視
さ
れ
て
い

ソ
連
軍
の
特
徴
は
、

軍
(
軍
事
)

と
党
(
政
治
)
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

ソ
連
で
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
組
織
は
、

共
産
党
で
あ
る
。

そ
れ

に
比
べ
る
と
、

軍
隊
は
信
頼
で
き
な
い
。

実
際
、

共
産
党
の
支
配
を
覆
す
可
能

性
の
あ
る
の
は
、

軍
隊
以
外
に
な
い
。

そ
こ
で
軍
隊
を
、

共
産
党
の
監
視
下
に

置
く
。

具
体
的
に
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
司
令
官
に
も
共
産
党
の
政
治
委
員
を
配

置
し
、

政
治
委
員
の
副
署
が
な
い
と
命
令
が
効
力
を
持
た
な
い
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
お
け
ば
、

ク
ー
デ
タ
ー
は
基
本
的
に
防
げ
る
。
実
際
、

赤
軍
の
反
共

産
党
ク
ー
デ
タ
ー
は、

歴
史
上
一
度
も
起
き
ゼ
い
な
い
。

中
国
の
人
民
解
放
軍
も
、

ソ
連
の
赤
軍
に
な
ら
っ
て
、

同
じ
仕
組
み
を
採
用

し
て
い
る
。

司
令
官
は
政
治
委
員
と
ベ
ア
に
な
っ
て
、

指
揮
を
と
る
。

人
民
解

放
軍
は
中
国
共
産
党
の
、

革
命
の
た
め
の
軍
隊
な
の
で
あ
る
。

中
国
共
産
党
の

み
な
ら
ず
、

実
は
国
民
党
も
同
じ
で
あ
る
。

国
民
党
も
、
革
命
の
た
め
の
軍
隊

再-、
-

3

2
戸

0

4
れ
よ

μ
r
r
，
4
h

軍
と
党
が
一
体
に
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
は
、

シ
ピ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

あ
る
。
軍
部
は
政
府
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
国
家
内
国
家
と
言
っ
て
よ
い
状
態
と

な
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
制
度
の
欠
陥
(
た
と
え
ば
、
陸
海
軍
大
臣
現
役
制
)
に

乗
じ
て
、
軍
部
は
大
き
な
政
治
力
を
発
揮
し
た
。
参
謀
た
ち
は
、
政
略
に
従
う

代
わ
り
に
謀
略
に
走
り
、
数
々
の
事
件
を
ひ
き
起
こ
し
て
は
軍
隊
を
出
動
さ

せ
、
既
成
事
実
を
積
み
重
ね
た
。
満
州
事
変
、
日
華
事
変
、
大
東
亜
戦
争
と
続

く
一
連
の
戦
争
は
、
責
任
あ
る
政
略
に
立
っ
た
意
思
決
定
に
も
と
づ
く
も
の
で

な
く
、
行
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
の
戦
線
拡
大
で
あ
っ
た
。
政
略
が
な
け
れ
ば
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
軍
が
ほ
ぼ
壊
滅
し
て
、
や
っ
と

無
条
件
降
伏
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
軍
隊
は
、
政
略
を
欠
き
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
か
予
測
で
き
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
対
日
戦
争
を

不
可
避
と
考
え
た
の
は
、
中
国
侵
略
そ
の
も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
予

測
不
可
能
性
の
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
関
連
で
、
北
朝
鮮
の
軍
隊
が

ρ

統
帥
権
。
の
独
立
と
よ
く
似
た
構
造
を

持
っ
て
い
る
点
が
気
に
か
か
る
。

* 

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
二

O
世
紀
は
、
発
展
を
と
げ
た
工
業
経
済
を

擁
す
る
近
代
国
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
略
・
戦
略
が
、
異
な
っ
た
種
類
の
軍
事
シ

ス
テ
ム
の
か
た
ち
で
対
立
し
、
衝
突
し
あ
う
歴
史
だ
っ
た
と
見
え
て
く
る
。

こ
の
結
果
は
、
古
典
近
代
の
モ
デ
ル
に
も
っ
と
も
忠
実
な
英
米
の
シ
ス
テ
ム

(
シ
ビ
リ
ア
ン
・コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム
)
が
生
き
残
り
、
そ
れ
以
外
の
シ
ス

テ
ム
は
敗
れ
去
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
二

O
世
紀
の
巨
大
戦
争
は
、
国
家
を
あ

目
的
で
あ
る
政
略
の
優
位
を
、

よ
り
強
化
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
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困
る
の
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
民
主
主
義
と
両
立
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

軍
隊

そ
の
政
党
が
唯
一
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の
各
レ
ベ
ル
に
政
党
の
政
治
委
員
を
派
遣
す
る
た
め
に
は
、

す
な
わ
ち
独
裁
政
党
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
裁
政
党
は
、

反
対

の
、
も
の
、

党
と
政
略
を
論
争
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
党
内
の
権
力
交
替
を
制
度
化
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

市
場
経
済
と
も
民
主
主
義
と
も
折
り
合
い
の
悪
い
、

長
期
的

に
み
て
非
効
率
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
で
あ
る
し
か
な
い
。

ソ
連
が
冷
戦
の
果

て
に
解
体
し
、

中
国
が
改
革
開
放
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
こ

う
い
う
背
景
に
よ
る
。* 

日
本
軍
は
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
と
も
違
う
独
特
な
構
造
を
も
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
も
と
で
、
陸
・
海
軍
の
軍
令
は
、
政
府
・
議
会

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
い
独
立
の
系
統
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ
を
グ
統
帥

権
。
の
独
立
と
い
う
。
形
式
上
そ
れ
は
、
大
元
帥
で
あ
る
天
皇
の
も
の
だ
っ
た

が
、
実
質
的
に
は
陸
軍
参
謀
本
部
、
海
軍
軍
令
部
に
帰
属
し
て
い
た
。
シ
ビ
リ

ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
お
ろ
か
、
政
略
と
戦
略
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
で

き
な
い
、
近
代
軍
と
し
て
は
異
様
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

加
え
て
、
陸
軍
と
海
軍
を
統
合
す
る
戦
略
も
な
か
っ
た
。
大
本
営
は
、
参
謀

本
部
よ
軍
令
部
の
、
単
な
る
合
議
機
関
に
す
ぎ
ず
、
実
体
が
な
か
っ
た
。
日
露
戦

争
の
あ
と
、
陸
軍
の
仮
想
敵
国
は
ソ
連
で
あ
る
の
に
対
し
、
海
軍
の
仮
想
敵
国

は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
両
者
の
調
整
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
が
、
政
略
な
き
戦
略
の
暴
走
で
あ
り
、
戦
術
優
位
の
戦
略
選
択
で

げ
て
の
総
力
戦
で
あ
り
、
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
民
主
主
義
、
経
済
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
自
由
主
義
市
場
経
済
が
、
も
っ
と
も
よ
く
国
民
の
積
極
性
を
導
き

出
し
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
経
済
の
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

そ
し
て
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
適
合
す
る
の
は
、
国
益
↓
政
略
↓
戦
略
の
回
路
を

明
確
に
そ
な
え
た
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
相
対
的
に
透
明
だ
っ
た
た
め
、
国
際
的
な

信
頼
を
か
ち
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
二
世
紀
は
二

O
世
紀
と
異
な
り
、
政
略
や
戦
略
の
前
提
だ
っ
た
国
益
が
、

国
際
化
・
情
報
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
相
互
に
ま
す
ま
す
連
関
し
、
分
離
し
に

く
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
国
益
の
か
た
ち
が
変
わ
る
な
ら
、

政
略
や
戦
略
も
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
世
界
は
い
ま
、
そ
の
変
化
の
た
だ
な

か
に
あ
る
。

日
本
だ
け
が
、
そ
の
変
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
か
け
て
い
る
。
日
本
は
、
敗
戦

の
結
果
、
軍
隊
を
解
体
さ
れ
、
軍
隊
の
保
有
を
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
戦
前
か

ら
の
官
僚
機
構
は
温
存
さ
れ
、
そ
の
権
限
は
大
き
い
。
こ
の
結
果
、
国
益
(
世

論
)
↓
政
略
↓
戦
略
↓
戦
術
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
い
ま
も
確
立
し
て
い
な
い
。

九
0
年
代
に
入
っ
て
日
本
経
済
が
失
速
し
た
の
も
、
国
際
化
・
情
報
化
の
進
展

に
み
あ
っ
た
新
た
な
政
略
が
策
定
で
き
な
い
で
い
る
か
ら
だ
。

世
論
が
政
略
を
策
定
す
る
と
い
う
、
民
主
主
義
の
原
則
に
た
ち
帰
る
こ
と
。

そ
れ
を
な
し
と
げ
る
ま
で
、
日
本
は
戦
前
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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